
編集委員会からのお知らせ 

 

 

 

「運動処方の指針 原著第8版 運動負荷試験と運動プログラム」（南

江堂）は、本学会編集委員会*が中心となって翻訳した書籍です。 

 

是非、ご購入いただきまして、運動指導やプログラム作成、授業や講演

などでご活用ください。また、お知り合いの方にもご紹介いただければ幸

いです。 

 

 

* 『運動処方の指針』は、初版（第 1 版）から日本体力医学会

の監訳にて南江堂より発刊しています。これまでの発刊状況

は下記の通りです。 

 

・第 1版：1982 年 

・第 3版：1989 年  

・第 4版：1993 年  

・第 5版：1997 年  

・第 6版：2002 年  

・第 7版：2006 年  

・第 8版：2011 年 

     ※第 2版、第 9版は改訂内容が少ないため翻訳出版せず 

 
 



なお、下記のWebsiteで本書に関するより詳細な情報をご確認いただけ

ます。もちろん直接購入できます。 

https://www.nankodo.co.jp/g/g9784524262168/ 

 

 
 

 

https://www.nankodo.co.jp/g/g9784524262168/
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本書はアメリカスポーツ医学会より出版されている『ACSM’s Guidelines for 
Exercise Testing and Prescription』の原書第8版の翻訳本である．ACSMでは
1975年に初版を刊行して以来，第8版を数えるに至った．版を重ねるに従い，スポー
ツ科学や臨床的知見が膨大な量になったため，『Resource Manual for Guidelines 
for Exercise Testing and Prescription』，『Resources for Clinical Exercise 
Physiology』，『Certification Review Book』お よ び『Exercise Management for 
Persons with Chronic Diseases and Disabilities』を原書第8版と同時に出版し，膨
大な情報量はこれらの姉妹編に委ねられた．

原書第8版では「健康・運動指導者，内科医，看護師，理学療法士，栄養士等医
療従事者がより使いやすい運動処方の指針になるようにした」ことが強調されてい
る．さらに，第8版では高齢者，妊婦および小児に対する運動処方についての新た
な章が設定されている．

原書第8版の翻訳に際しては，第7版でみられた誤訳や不適切な日本語訳を解消
するため，日本体力医学会体力科学編集委員会委員を中心に翻訳した．そのため，
各編集委員の専門領域を翻訳分担領域とし，それでも対応できない場合にのみ編集
委員以外の方に共訳者として依頼した．本訳書では，原書の記述が難解な表現はよ
り理解しやすく訳出すること，実情に即さないケースでは訳者註を設けること，な
どの工夫をした．

これまで『運動処方の指針』は，公共・民間運動施設および医療機関における運
動指導員，スポーツインストラクターおよび医療従事者など幅広い読者層に普及し
ている．たとえば，日本フィットネス協会では，1987年より翻訳版『運動処方の指
針』をACSM資格認定テキストとして用いている．同協会では，ACSMの資格認定
のうち健康体力（ヘルスフィットネス）スペシャリストの日本語講習会において資
格認定テストが実施されている．しかし，翻訳されたテストで用いられている「用
語」と翻訳版『運動処方の指針』の「用語」に若干の相違があり，ACSM資格認定試験
受験者や現場の運動指導者の間で混乱が生じていたため，第8版では用語が統一さ
れるよう要望をいただいた．そこで本訳書ではこの点を十分に配慮し，日本フィッ
トネス協会関係者の協力を得て専門の用語や表現をできる限り統一した．

本書の翻訳作業においては，ご多忙のところ種々ご協力いただいた日本体力医学
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会体力科学編集委員の各位および山梨大学医学部の川島 悠氏に深甚なる謝意を表
したい．また，本書の出版にあたり南江堂臨床企画部の枳穀智哉氏および臨床編集
部の鈴木佑果氏に多くのご協力と緻密で献身的なご配慮をいただいた．ここに厚く
御礼を申し上げる．本書が，現場の運動指導員，スポーツインストラクターおよび
医療従事者など多方面の方々にお役に立てば望外の喜びである．

最後に，本書のように広汎な分野を訳出することは相当な困難もあった．訳出に
ついて読者諸氏のご指摘・ご注意をいただければ幸甚である．

日本体力医学会体力科学編集委員会

委員長　鈴木政登
（東京慈恵会医科大学医学部臨床検査医学 教授）

副委員長　今泉和彦
（早稲田大学人間科学学術院生体機能学 教授）
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